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(57)【要約】
【課題】光源装置に設けた接続用孔に対して光源用接続
スリーブを多少傾いた状態で差し込んでも光源用接続ス
リーブの表面が傷つかない内視鏡用光源装置を得る。
【解決手段】光源用接続スリーブ１６が挿通可能な貫通
差込孔３１を備えるスリーブ差込部材３０と、一方の端
部を貫通差込孔にスライド可能に嵌合する筒状スライド
部材３５と、を備え、筒状スライド部材が、光源用接続
スリーブが嵌合可能でかつ貫通差込孔と同心をなしなが
ら連通する貫通嵌合孔３８と、該貫通嵌合孔の内周面に
設けた、スリーブ差込部材の先端の外周位置より内径側
に突出するストッパ３９と、を具備する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の端部に設けたコネクタ部に突設した光源用接続スリーブを着脱可能な光源装置に
おいて、
　上記光源装置のケースに固定した、上記光源用接続スリーブが挿通可能でかつ該ケース
の内外を連通する貫通差込孔を備えるスリーブ差込部材と、
　上記ケース内に位置し、一方の端部を上記貫通差込孔にスライド可能に嵌合し、かつ他
方の端部が上記ケース内に設けた光源と対向する筒状スライド部材と、を備え、
　上記筒状スライド部材が、上記光源用接続スリーブが嵌合可能でかつ上記貫通差込孔と
同心をなしながら連通する貫通嵌合孔と、該貫通嵌合孔の内周面に設けた、上記スリーブ
差込部材の先端の外周位置より内径側に突出するストッパと、を具備することを特徴とす
る内視鏡用光源装置。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡用光源装置において、
　上記光源用接続スリーブの先端開口部に、上記光源装置に内蔵した光源で発生した光を
集光して、上記光源用接続スリーブの内部に設けたライトガイドファイバの端面に導く集
光レンズを設け、
　上記ストッパを、上記光源で発生した照明光が上記光源用接続スリーブの先端部に照射
されるのを防止し、かつ上記集光レンズに照射されるのは許容する環状フランジとした内
視鏡用光源装置。
【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡用光源装置において、
　上記ケース内に、上記光源と筒状スライド部材の間に位置する支持部材を固定し、
　該支持部材に、上記貫通差込孔及び貫通嵌合孔と同心をなし、かつ上記筒状スライド部
材の上記スリーブ差込部材と反対側の端部が嵌合可能な貫通支持孔を形成した内視鏡用光
源装置。
【請求項４】
請求項３記載の内視鏡用光源装置において、
　上記支持部材と上記筒状スライド部材の間に、該筒状スライド部材を上記スリーブ差込
部材側に付勢する付勢手段を設けた内視鏡用光源装置。
【請求項５】
請求項４記載の内視鏡用光源装置において、
　上記筒状スライド部材にフランジを突設し、
　該フランジと上記支持部材の間に、上記付勢手段としての圧縮コイルばねを縮設した内
視鏡用光源装置。
【請求項６】
請求項４または５記載の内視鏡用光源装置において、
　上記筒状スライド部材が、上記貫通差込孔に対する嵌合量が最大となる初期位置と、該
嵌合量が最小となりかつ上記スリーブ差込部材と反対側の端部が上記貫通支持孔に嵌合し
て該貫通支持孔によって支持される最大スライド位置と、の間をスライド可能であり、
　上記スリーブ差込部材または上記支持部材に、上記最大スライド位置までスライドした
上記筒状スライド部材の位置を保持する保持手段を設けた内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図４は、従来の内視鏡と光源装置の接続部を示している。
　内視鏡０１０は、術者が把持する操作部と、操作部から延びる挿入部と、操作部から挿
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入部と反対方向に延びる可撓管（ユニバーサルチューブ）と、可撓管の端部に固定したコ
ネクタ部０１４と、を具備しており、コネクタ部０１４には金属製の光源用接続スリーブ
０１６が突設してある。
　一方、光源装置０２０のケース０２１の側壁にはスリーブ差込部材０２２が固定してあ
る。スリーブ差込部材０２２に形成した貫通孔０２３には、金属製の筒状部材である筒状
支持部材０２４が嵌合固定してり、筒状支持部材０２４には全長に渡って貫通差込孔０２
５が形成してある。
　図４に示すように、内視鏡０１０の光源用接続スリーブ０１６を筒状支持部材０２４の
貫通差込孔０２５に差し込むと、光源装置０２０に内蔵した光源（図示略）で発生した照
明光が、光源用接続スリーブ０１６の開口端部に設けた集光レンズＬ１を介して光源用接
続スリーブ０１６内に設けたライトガイドファイバＬＧＦに供給されるので、この照明光
は挿入部の先端部に設けた照明用レンズから外部に照射される。
【特許文献１】特開２００４－０５７２２５号公報
【特許文献２】特開２００６－２０４６０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　光源用接続スリーブ０１６を筒状支持部材０２４の貫通差込孔０２５に差し込み始めた
段階（光源用接続スリーブ０１６の貫通差込孔０２５に対する嵌合量が小さい状態）では
、光源用接続スリーブ０１６が貫通差込孔０２５から受ける接触圧力（摩擦力）は大きく
ないので、仮に光源用接続スリーブ０１６が貫通差込孔０２５に対して多少傾いても（同
軸状態でなくても）、貫通差込孔０２５から受ける接触圧力によって光源用接続スリーブ
０１６の表面が傷つくことはない。
　しかし、光源用接続スリーブ０１６の貫通差込孔０２５に対する嵌合量が大きくなるに
つれて光源用接続スリーブ０１６が貫通差込孔０２５から受ける接触圧力（摩擦力）は大
きくなるので、光源用接続スリーブ０１６が貫通差込孔０２５に対して傾いた状態で光源
用接続スリーブ０１６を限界位置まで差し込むと、貫通差込孔０２５の内壁面から受ける
接触圧力によって光源用接続スリーブ０１６に曲げ応力が加わって、差込み時作業がしづ
らくなったり、光源用接続スリーブ０１６の表面が傷くことがある。特に、光源用接続ス
リーブ０１６の表面にメッキを施している場合はメッキが剥がれてしまい、光源用接続ス
リーブ０１６の洗浄に対する耐性が低下してしまうおそれがある。
【０００４】
　本発明は、光源装置に設けた接続用孔に対して光源用接続スリーブを多少傾いた状態で
差し込んでも光源用接続スリーブの表面が傷つかない内視鏡用光源装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の内視鏡用光源装置は、内視鏡の端部に設けたコネクタ部に突設した光源用接続
スリーブを着脱可能な光源装置において、上記光源装置のケースに固定した、上記光源用
接続スリーブが挿通可能でかつ該ケースの内外を連通する貫通差込孔を備えるスリーブ差
込部材と、上記ケース内に位置し、一方の端部を上記貫通差込孔にスライド可能に嵌合し
、かつ他方の端部が上記ケース内に設けた光源と対向する筒状スライド部材と、を備え、
上記筒状スライド部材が、上記光源用接続スリーブが嵌合可能でかつ上記貫通差込孔と同
心をなしながら連通する貫通嵌合孔と、該貫通嵌合孔の内周面に設けた、上記スリーブ差
込部材の先端の外周位置より内径側に突出するストッパと、を具備することを特徴として
いる。
【０００６】
　上記光源用接続スリーブの先端開口部に、上記光源装置に内蔵した光源で発生した光を
集光して、上記光源用接続スリーブの内部に設けたライトガイドファイバの端面に導く集
光レンズを設け、上記ストッパを、上記光源で発生した照明光が上記光源用接続スリーブ
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の先端部に照射されるのを防止し、かつ上記集光レンズに照射されるのは許容する環状フ
ランジとするのが好ましい。
【０００７】
　上記ケース内に、上記光源と筒状スライド部材の間に位置する支持部材を固定し、該支
持部材に、上記貫通差込孔及び貫通嵌合孔と同心をなし、かつ上記筒状スライド部材の上
記スリーブ差込部材と反対側の端部が嵌合可能な貫通支持孔を形成するのが好ましい。
【０００８】
　さらに、上記支持部材と上記筒状スライド部材の間に、該筒状スライド部材を上記スリ
ーブ差込部材側に付勢する付勢手段を設けるのが好ましい。
【０００９】
　さらに、上記筒状スライド部材にフランジを突設し、該フランジと上記支持部材の間に
、上記付勢手段としての圧縮コイルばねを縮設してもよい。
【００１０】
　さらに、上記筒状スライド部材が、上記貫通差込孔に対する嵌合量が最大となる初期位
置と、該嵌合量が最小となりかつ上記スリーブ差込部材と反対側の端部が上記貫通支持孔
に嵌合して該貫通支持孔によって支持される最大スライド位置と、の間をスライド可能で
あり、上記スリーブ差込部材または上記支持部材に、上記最大スライド位置までスライド
した上記筒状スライド部材の位置を保持する保持手段を設けるのがよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、光源装置に設けたスリーブ差込部材の貫通差込孔に内視鏡の光源用接
続スリーブを差し込むと、光源用接続スリーブが筒状スライド部材の貫通嵌合孔に嵌合し
、やがて光源用接続スリーブの先端面が貫通嵌合孔に設けたストッパに当接する。光源用
接続スリーブの先端面は光源装置に対する差込量が大きくない段階でストッパに当接する
ので、仮にここまでの段階で光源用接続スリーブが貫通差込孔及び貫通嵌合孔に対して多
少傾いていても（同軸をなしていなくても）、光源用接続スリーブが貫通嵌合孔から大き
な接触圧力を受けることはなく、そのため光源用接続スリーブの表面は傷つかない。
　光源用接続スリーブを光源装置の内部にさらに差し込むと、光源用接続スリーブによっ
てストッパが押圧された筒状スライド部材がスリーブ差込部材の貫通差込孔に対してスラ
イドする。このように光源用接続スリーブの光源装置に対する差込量が大きくなると、筒
状スライド部材と貫通差込孔との間に接触圧力（摩擦力）が生じるが、光源用接続スリー
ブと貫通嵌合孔の間には接触圧力は生じないので、光源用接続スリーブの表面は傷つかな
い。
【００１２】
　請求項２ように構成すると、光源装置の光源で発生した光は光源用接続スリーブに設け
た集光レンズに導かれる一方、光源用接続スリーブの先端部に照射されることはないので
、光源用接続スリーブが高温化するのを効果的に防止できる。
【００１３】
　請求項３のように構成すると、光源用接続スリーブの先端部を支持部材の貫通支持孔が
支持するので、光源用接続スリーブを光源装置に接続したときの光源用接続スリーブの支
持状態が安定する。
【００１４】
　請求項４のように構成すると、光源用接続スリーブを光源装置から取り外したときに、
筒状スライド部材をスリーブ差込部材側に戻すことが可能になる。
【００１５】
　請求項５のように構成すると、フランジは圧縮コイルばねのリテーナとして機能するだ
けでなく、筒状スライド部材の表面積を大きくする役割を果たす。そのため、筒状スライ
ド部材に溜まった熱が外部に効率よく排熱されるので、筒状スライド部材が高温化するの
を効果的に防止できる。
【００１６】
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　請求項６のように構成すると、光源用接続スリーブを光源装置に最大限差し込んだとき
に筒状スライド部材が最大スライド位置までスライドすると、付勢手段が筒状スライド部
材を初期位置に復帰させようとする。しかし、保持手段が付勢手段の付勢力に抗して筒状
スライド部材を最大スライド位置に保持するので、付勢手段の付勢力によって光源用接続
スリーブが光源装置から不意に脱出するのを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態について図１～図３を参照しながら説明する。なお、以下の
説明中の前後、上下、及び左右の方向は図中に示した矢線方向に基づいている。
　図１に全体構造を示す本実施形態の電子内視鏡１０は医療用の内視鏡であり、操作者が
把持する操作部１１と、操作部１１から延出する可撓性のある挿入部１２と、操作部１１
から挿入部１２と反対側に延びるゴム製のユニバーサルチューブ（可撓管）１３と、ユニ
バーサルチューブ１３の端部に固定したコネクタ部１４と、を備えている。挿入部１２の
先端面には一対の照明用レンズ（図示略）、対物レンズ、処置具挿通孔（吸引孔）等（い
ずれも図示略）が設けてあり、挿入部１２の先端部内には被写体を撮像する撮像素子が設
けてある。
　図示するようにコネクタ部１４の後端面には共に略円筒形状をなす画像処理用接続スリ
ーブ１５と光源用接続スリーブ１６が突設してある。図２及び図３に示すように、光源用
接続スリーブ１６の周面には環状をなすストッパ部材１７が突設してある。さらに、光源
用接続スリーブ１６の後端開口部には集光レンズＬ１が固定してあり、光源用接続スリー
ブ１６の内部にはライトガイドファイバＬＧＦの後端部が配設してある。このライトガイ
ドファイバＬＧＦの前端部はコネクタ部１４、ユニバーサルチューブ１３、挿入部１２及
び操作部１１を通って上記一対の照明レンズと対向している。
【００１８】
　画像処理用接続スリーブ１５及び光源用接続スリーブ１６は、電子内視鏡１０とは別体
でありかつ図示を省略したモニタと接続するプロセッサ２０のケース２０Ｃと接続可能で
ある。具体的には、前部壁２１に形成した画像処理用接続スリーブ差込部材２２と光源用
接続スリーブ差込部材３０にそれぞれ嵌合可能（着脱可能）である。
　画像処理用接続スリーブ差込部材２２は、前後方向に延びる接続用貫通孔（図示略）を
備える筒状部材であり、この接続用貫通孔には画像処理用接続スリーブ１５を嵌合可能で
ある。
　図２及び図３に示すように、ケース２０Ｃの底板部２４には固定部材２５が固定してあ
り、固定部材２５の上面の前端部には上下方向に延びる支持板２６の下端部が固定してあ
る（支持板２６の上端部はケース２０Ｃの天井面に固定してある）。支持板２６には正面
視円形の貫通孔２７が穿設してあり、この貫通孔２７に絶縁部材２８の後端部が嵌合固定
してある。絶縁部材２８には絶縁部材２８を前後方向に貫通する嵌合孔２９が形成してあ
り、この嵌合孔２９に金属製の光源用接続スリーブ差込部材３０の後端突部が嵌合固定し
てある。光源用接続スリーブ差込部材３０の前端部は、前部壁２１に穿設した正面視円形
の貫通孔２３を通って前部壁２１の前方に突出している。光源用接続スリーブ差込部材３
０には光源用接続スリーブ差込部材３０を前後方向に貫通する断面円形の貫通差込孔３１
が形成してあり、貫通差込孔３１の中央部には環状突条３２が突設してある。さらに、貫
通差込孔３１の前部（環状突条３２より前方に位置する部分）には、図示を省略したばね
手段によって内周側に移動付勢された一対のクリックストップ部材（保持手段）３３が設
けてある。
【００１９】
　光源用接続スリーブ差込部材３０の貫通差込孔３１の後部（環状突条３２より後方に位
置する部分）には、金属からなる筒状スライド部材３５の前部が前後方向にスライド可能
に嵌合している。筒状スライド部材３５は、略円筒形状をなす筒状部３６と、筒状部３６
の外周面から径方向外側に突出する環状フランジであるリテーナ部３７と、を一体的に備
えており、筒状部３６には筒状部３６を前後方向に貫通する貫通嵌合孔３８が形成してあ
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る。この貫通嵌合孔３８は貫通差込孔３１と同心をなしており、その断面形状は光源用接
続スリーブ１６の後部（ストッパ部材１７より後方の部分）の断面形状と略同一（断面円
形）である。さらに、貫通嵌合孔３８の後端開口部の周縁部には、その内径が光源用接続
スリーブ１６の後端径より小さい環状フランジであるストッパ３９が突設してある。
　固定部材２５の上面には支持板２６の後方に位置させて、上下方向に延びる支持部材４
０の下端部が固定してある。支持部材４０の上部には貫通差込孔３１及び貫通嵌合孔３８
と同軸をなす貫通支持孔４１が穿設してある。さらに、貫通支持孔４１の後端開口部の周
縁部には、その内径が筒状スライド部材３５（筒状部３６）の後端径より小さい環状フラ
ンジであるストッパ４２が突設してある。
　また、支持部材４０の前面と筒状スライド部材３５のリテーナ部３７の後面の間には、
筒状スライド部材３５（筒状部３６）の周囲に位置する圧縮コイルばね（付勢手段）Ｓ１
が縮設してある。この圧縮コイルばねＳ１の付勢力によって筒状スライド部材３５は常に
前方に移動付勢されているので、光源用接続スリーブ１６を光源用接続スリーブ差込部材
３０に接続していないとき、筒状スライド部材３５は、リテーナ部３７が絶縁部材２８及
び光源用接続スリーブ差込部材３０の後端面に接触し、かつ筒状部３６の後端部が支持部
材４０の貫通支持孔４１内に位置する初期位置（図２の位置）に位置する。
　さらに、図示は省略してあるが、プロセッサ２０の底板部２４には支持部材４０の後方
に位置させて、貫通差込孔３１、貫通嵌合孔３８及び貫通支持孔４１と同軸をなす光源（
ランプ）が設けてある。
【００２０】
　次に、電子内視鏡１０をプロセッサ２０に接続するときのプロセッサ２０の動作につい
て説明する。
　図１に示すように、術者がプロセッサ２０から分離した状態にある電子内視鏡１０のコ
ネクタ部１４をプロセッサ２０の前部壁２１に近づけて、画像処理用接続スリーブ１５を
画像処理用接続スリーブ差込部材２２の上記接続用貫通孔に嵌合し、かつ、光源用接続ス
リーブ１６を光源用接続スリーブ差込部材３０の貫通差込孔３１に嵌合する。すると、図
２に示すように光源用接続スリーブ１６の後部（環状突条３２より後方に位置する部分）
は環状突条３２の内側を通って初期位置に位置する筒状スライド部材３５の貫通嵌合孔３
８に嵌合する。そして、光源用接続スリーブ１６の後端面が筒状スライド部材３５のスト
ッパ３９に当接した後に光源用接続スリーブ１６をさらに後方に押し込むと、圧縮コイル
ばねＳ１の付勢力に抗して光源用接続スリーブ１６と筒状スライド部材３５が一体に光源
用接続スリーブ差込部材３０に対して後方にスライドする。そして、図３に示すように筒
状スライド部材３５が、筒状部３６の後端が支持部材４０のストッパ４２に当接する最大
スライド位置までスライドすると、光源用接続スリーブ１６のストッパ部材１７が上記ば
ね手段の付勢力にこうしてクリックストップ部材３３の後方に移動し、一対のクリックス
トップ部材３３がストッパ部材１７の直前に位置するので、筒状スライド部材３５は最大
スライド位置に保持される（初期位置側へのスライドが規制される）。
　この状態でプロセッサ２０に設けたスイッチ（図示略）をＯＮにすると、上記光源が点
灯する。そして、光源で発生した照明光ＬＡが該光源の直前に一体的に設けた集光レンズ
（図示略。光源、貫通差込孔３１、貫通嵌合孔３８及び貫通支持孔４１と同軸をなしてい
る）によって集光されながら貫通支持孔４１に向かう。すると、図３に示すように照明光
ＬＡは支持部材４０のストッパ４２の内側を通って集光レンズＬ１に向かうので、筒状部
３６の後端部や光源用接続スリーブ１６の後端部に照明光ＬＡが照射されることはない。
従って、この照明光ＬＡは集光レンズＬ１からライトガイドファイバＬＧＦの後端面に入
り、ライトガイドファイバＬＧＦの内部を通って挿入部１２の先端部内に設けた上記一対
の照明レンズから電子内視鏡１０の外部に照射される。
　さらに、筒状スライド部材３５が最大スライド位置に達したときに画像処理用接続スリ
ーブ１５が画像処理用接続スリーブ差込部材２２の上記接続用貫通孔に完全に嵌合するの
で、画像処理用接続スリーブ１５、コネクタ部１４、操作部１１及び挿入部１２の内部を
通り、かつ挿入部１２の先端部内に設けた上記撮像素子と接続する画像信号用ケーブル（
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図示略）がプロセッサ２０内の画像処理装置（図示略）と接続する。従って、撮像素子が
被写体を撮像するとプロセッサ２０の画像処理装置が当該撮像画像の画像処理を行い、撮
像した画像を上記モニタが表示する。
【００２１】
　術者がプロセッサ２０に設けた上記スイッチをＯＦＦにして上記光源を消灯させた後に
、コネクタ部１４をプロセッサ２０に対して前方に移動させると、光源用接続スリーブ１
６のストッパ部材１７が一対のクリックストップ部材３３を押し込みながらクリックスト
ップ部材３３の前方に移動するので、術者による移動力と圧縮コイルばねＳ１の付勢力に
よって筒状スライド部材３５が初期位置まで光源用接続スリーブ１６と一体にスライドす
る。そして、筒状スライド部材３５が初期位置に達した後は光源用接続スリーブ１６が筒
状スライド部材３５の貫通嵌合孔３８に対して前方にスライドするので、光源用接続スリ
ーブ１６が貫通差込孔３１から完全に脱出する。
【００２２】
　以上説明したように、光源用接続スリーブ１６をプロセッサ２０に接続するときの初期
段階、即ち光源用接続スリーブ１６の後端面が筒状スライド部材３５のストッパ３９に接
触するまでの段階では、光源用接続スリーブ１６のプロセッサ２０に対する差込量が比較
的小さい。そのため、仮にここまでの段階で光源用接続スリーブ１６の軸線が貫通差込孔
３１及び貫通嵌合孔３８の軸線に対して多少傾いていても、貫通差込孔３１及び貫通嵌合
孔３８の内周面から光源用接続スリーブ１６の外周面に大きな接触圧力が及ぶことはない
ので光源用接続スリーブ１６の表面は傷つかない。しかも、光源用接続スリーブ１６が貫
通差込孔３１に対して斜めに入り貫通嵌合孔３８に素直に入らない場合は、筒状スライド
部材３５が光源用接続スリーブ１６によって押されて貫通差込孔３１に対してスライドす
る。このように筒状スライド部材３５が光源用接続スリーブ１６の押込力を逃がしながら
光源用接続スリーブ１６を貫通嵌合孔３８に対して案内するので、光源用接続スリーブ１
６には所定以上の力が加わることがなく、円滑な差込動作が行える。
　そして光源用接続スリーブ１６をプロセッサ２０の内部にさらに差し込むと、光源用接
続スリーブ１６によってストッパ３９が押圧された筒状スライド部材３５が光源用接続ス
リーブ１６と一緒に最大スライド位置までスライドする。しかし、このとき筒状スライド
部材３５が支持部材４０（貫通支持孔４１）に対して相対スライドするものの、光源用接
続スリーブ１６と筒状スライド部材３５は相対スライドしないので、仮に光源用接続スリ
ーブ１６の軸線が貫通支持孔４１の軸線に対して多少傾いていても、貫通差込孔３１及び
貫通嵌合孔３８の内周面から光源用接続スリーブ１６の外周面に大きな接触圧力が及ぶこ
とはなく、光源用接続スリーブ１６の表面は傷つかない。
【００２３】
　また、筒状スライド部材３５が最大スライド位置に達した状態で照明光ＬＡを光源用接
続スリーブ１６の後端部側に照射すると、支持部材４０のストッパ４２によって照明光Ｌ
Ａが筒状部３６の後端部や光源用接続スリーブ１６の後端部に照射されるのを防止するの
で、光源用接続スリーブ１６や筒状スライド部材３５が高温化するのを効果的に防止でき
る。
　さらに、リテーナ部３７は筒状スライド部材３５の表面積を大きくする役割を果たすの
で、筒状スライド部材３５に溜まった熱は効率よく外部に放熱される。従って、筒状スラ
イド部材３５の高温化をより効果的に防止できる。
　さらに、筒状スライド部材３５が最大スライド位置に達すると、光源用接続スリーブ１
６の前部と後部が光源用接続スリーブ差込部材３０と支持部材４０によって両持ち支持さ
れるので、光源用接続スリーブ１６の支持状態は安定する。そのため、光源に設けた上記
集光レンズと光源用接続スリーブ１６の同軸状態が確実に保持されるので、光源で発生し
た照明光ＬＡをライトガイドファイバＬＧＦに効率よく供給できる。
【００２４】
　本実施形態では光源用接続スリーブ差込部材３０にクリックストップ部材３３を設けて
いるが、クリックストップ部材（保持手段）３３を支持部材４０の貫通支持孔４１に設け
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、筒状スライド部材３５（筒状部３６）の後部にストッパ部材１７に相当する部材を突設
してもよい。
　本実施形態では電子内視鏡１０を医療用の内視鏡として実施しているが、医療用以外の
内視鏡（工業用内視鏡）として実施することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態の電子内視鏡及びプロセッサの全体図である。
【図２】プロセッサに画像処理用接続スリーブ及び光源用接続スリーブの一部を接続した
ときの、プロセッサ、コネクタ部、画像処理用接続スリーブ及び光源用接続スリーブの一
部を破断して示す拡大側面図である。
【図３】プロセッサに画像処理用接続スリーブ及び光源用接続スリーブを完全に接続した
ときの図２と同様の拡大側面図である。
【図４】従来の内視鏡のコネクタ部、画像処理用接続スリーブ、光源用接続スリーブ、及
びプロセッサの図２と同様の拡大側面図である。
【符号の説明】
【００２６】
１０　　電子内視鏡（内視鏡）
１１　　操作部
１２　　挿入部
１３　　ユニバーサルチューブ（可撓管）
１４　　コネクタ部
１５　　画像処理用接続スリーブ
１６　　光源用接続スリーブ
１７　　ストッパ部材
２０　　プロセッサ（光源装置）
２０Ｃ　ケース
２１　　前部壁
２２　　画像処理用接続スリーブ差込部材
２３　　貫通孔
２４　　底板部
２５　　固定部材
２６　　支持板
２７　　貫通孔
２８　　絶縁部材
２９　　嵌合孔
３０　　光源用接続スリーブ差込部材
３１　　貫通差込孔
３２　　環状突条
３３　　クリックストップ部材（保持手段）
３５　　筒状スライド部材
３６　　筒状部
３７　　リテーナ部
３８　　貫通嵌合孔
３９　　ストッパ
４０　　支持部材
４１　　貫通支持孔
４２　　ストッパ
Ｌ１　　集光レンズ
ＬＧＦ　導光ファイバ
Ｓ１　　圧縮コイルばね（付勢手段）
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